福祉社会開発研究センター　第１回シンポジウム開催のご案内
時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　東洋大学では大学院福祉社会デザイン研究科を母体とした「東洋大学福祉社会開発研究センター（Center for Development of Welfare Society略称:CDWS）が、文部科学省による平成19 年度私立大学学術研究高度化推進事業の中のオープン・リサーチ・センター整備事業に選定され、平成19年7月よりその事業を開始したところです
当センターの研究テーマは「福祉社会開発の方法とその実践過程に関する総合的研究」であり、具体的には2つのプロジェクトから構成されています。
プロジェクトの第１は、「自治体福祉・保健計画と地域における福祉社会の形成」であり、首都圏自治体及び地方の中規模自治体における福祉・保健計画の策定と運用に関する構造機能分析」を行うこと、及び、「地域社会の変貌と福祉社会の形成」についての研究を推進することを目的にしています。
プロジェクトの第２は、中越地震による被害のため一夜にして地域社会（共同体社会）における生活の基盤を完全に喪失するという苦難に遭遇することになった山古志地区の地域社会と人びとの生活の再生と新興の過程を調査研究の対象とする「中山間地域の振興に関する調査研究」であり、山古志における「山の暮らし」のありように深く関わる参与型の研究となることをめざしています。
　今回ご案内するシンポジウムはプロジェクトⅠの企画として位置づけられています。

現代社会では、さまざまな問題を抱えながら地域で孤立した生活をしている人々の問題が取り上げられるとともに、介護予防、少子化対策など、さまざまな課題が浮上しています。このシンポジウムでは、「地域における福祉支援の現状と課題」をテーマに、このような課題に対する地域での福祉支援のあり方について、厚生労働省社会・援護局地域福祉専門官の中村美安子氏、世田谷区介護予防担当部地域福祉支援課長の木谷哲三氏をお招きし、本学社会学部専任講師の加山弾を加え、政策立案者・自治体の実務者、研究者のそれぞれの立場からこの問題に対する今後の方向性についてご意見を伺い、総合的な討論を行いたいと考えております。

ご多忙中とは思いますが、皆様のお越しを心よりお待ちしております。
末筆ながら皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます
平成20年１月20日
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